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長崎県全域の医師の両立支援に取り組む「あじさいプロジェクト」
　長崎県の委託を受け、長崎大学病院メディカル・ワークライフバランスセンター（南
貴子センター長）が運営する「あじさいプロジェクト」。県内全域のあらゆる医師の両
立支援をミッションとし、マタニティー白衣の貸し出しや「長崎医師保育サポートシス
テム」の運営、各種調査などに取り組んでいる。
　最も力を入れているのが、同サポートシステムの運営。主に女性医師の子育てのた
めの離職防止、時短からフルタイム勤務への復帰支援などを目指し、2014年にスター
トした。医師1人に対し、原則２人のサポーターが支援する仕組みで、内容は医師
宅やサポーター宅での保育、保護者在宅中の見守り、送迎、病児保育など多岐にわ
たる。23年2月現在、登録医師世帯は63で、サポーターが244人。夫が医師で
妻が専業主婦というケースでも利用できるのが特徴の一つで、利用率は上昇傾向とい

DPC特定病院群か
らその他の病院へ
の医師派遣を検討

■

病院の特徴を日々
の診療や学会発表
でアピール

■

患者が喜び、職員
が喜ぶ「良い病院」
を目指す

■

３つの提言 ー
「
医
師
不
足
」
と
言
わ
れ
る
現
状
を
、
ど
う
捉

え
て
い
ま
す
か
。

　
深
刻
な
の
は
、
診
療
科
間
の
偏
在
、
地
域
間
の

偏
在
。
そ
し
て
、
そ
こ
を
カ
バ
ー
す
る
総
合
診
療

科
や
総
合
内
科
の
医
師
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
内
科
や
総
合
診
療
科
の
医
師
は
、
感
染
症

や
救
急
も
あ
る
程
度
カ
バ
ー
で
き
、
I
C
U
も

診
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
新
型
コ
ロ

ー
「
医
師
不
足
」
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
実
際
の
数
と
い
う
よ
り
も
「
流
通
」
と
い
う
面

で
、
思
う
よ
う
に
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
す
。
病
院
側
の
ニ
ー
ズ
と
働
き
た
い
医
師
と

の
思
い
や
ス
キ
ル
が
一
致
せ
ず
、「
足
り
な
い
」。

地
域
別
、
疾
患
別
の
患
者
数
と
、
各
地
域
に
お
け

る
診
療
科
ご
と
の
医
師
数
が
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
要
因
の

一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
、
再
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
分
に
確
保
で
き
て
い

る
病
院
は
ほ
ぼ
な
い
。
中
小
病
院
が
多
い
日
本
で

は
、
全
病
院
で
あ
ら
ゆ
る
診
療
科
の
医
師
を
潤
沢

に
そ
ろ
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
横
断
的
に
診
療

で
き
る
医
師
が
不
可
欠
で
す
。

ー
医
師
確
保
が
難
し
い
中
で
、
で
き
る
こ
と
は
。

　
医
師
の
確
保
が
難
し
い
地
域
ほ
ど
、
守
備
範
囲

が
広
い
総
合
診
療
科
な
ど
の
医
師
グ
ル
ー
プ
を
備

え
る
方
向
で
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
現
状
は
、
総
合
診
療
科
の
医

師
自
体
が
少
な
い
状
況
。
そ
こ
で
、「
総
合
診
療

能
力
が
あ
る
医
師
」
を
採
用
・
育
成
し
、
病
院
の

中
で
登
用
す
る
の
が
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
例
え
ば
、
病
院
総
合
医
は
入
院
患
者
も
救
急
患

者
も
診
て
、
あ
ら
ゆ
る
臓
器
、
疾
患
の
患
者
さ
ん

ー
医
師
確
保
が
難
し
い
中
で
、
で
き
る
こ
と
は
。

　
こ
れ
か
ら
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、「
D
P
C

特
定
病
院
群
（
旧
Ⅱ
群
）
か
ら
、
そ
の
他
の
病
院

へ
の
医
師
派
遣
」
で
す
。
既
に
、
済
生
会
熊
本
病

院
な
ど
実
施
し
て
い
る
病
院
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
必
要
性
は
さ
ら
に
増
す
と
思
い
ま
す
。

　
病
院
の
医
師
確
保
で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め

る
の
が
、
や
は
り
、
大
学
か
ら
の
派
遣
で
す
。
大

学
は
派
遣
先
を
決
め
る
際
、
教
育
面
を
重
視
し
ま

す
の
で
、
そ
の
病
院
で
経
験
で
き
る
「
症
例
の
数

や
種
類
」「
手
術
件
数
」
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
2
0
2
4
年
度
に
本
格
開
始
と
な
る

医
師
の
働
き
方
改
革
の
影
響
も
あ
り
、
派
遣
先
は

D
P
C
特
定
病
院
群
な
ど
に
集
約
さ
れ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
特
定
病
院
群
も

派
遣
元
に
な
る
二
段
階
の
派
遣
の
形
を
、
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
関
わ
っ
て
い
る
。
副
院
長
な
ど
に
登
用
す
る
こ

と
で
、
広
く
、
偏
り
の
少
な
い
運
営
に
貢
献
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
院
内
で
総
合
診

療
能
力
が
重
要
だ
と
認
識
さ
れ
、
重
用
さ
れ
る
様

子
か
ら
、
総
合
診
療
能
力
が
あ
る
医
師
、
総
合
診

療
を
志
す
医
師
が
さ
ら
に
集
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
医
師
の
採
用
面
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル

は
あ
り
ま
す
が
、
外
国
人
医
師
と
医
療
通
訳
の
採

用
な
ど
も
検
討
す
る
時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
病
院
側
は
、
派
遣
に
頼
り
過
ぎ
な
い

医
師
確
保
も
重
要
で
す
。

　
医
師
確
保
に
あ
く
せ
く
す
る
よ
り
も
、
病
院
の

特
徴
を
診
療
や
学
会
発
表
で
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
や
、患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
視
点
を
持
ち
、

職
員
が
働
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る「
良
い
病
院
」

を
目
指
し
て
、
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、

大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
結
局
は
、
そ
れ
が
、
人
を
呼
び
寄
せ
る
大
き
な

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

結
局
は「
良
い
病
院
づ
く
り
」が
鍵
に
　
　
　

医師の時間外労働に対する規制が強まる2024 年度を前に、医師の確医師の時間外労働に対する規制が強まる2024 年度を前に、医師の確
保に苦慮する病院も多い。経営層は何を考え、どう取り組んだらいいの保に苦慮する病院も多い。経営層は何を考え、どう取り組んだらいいの
か。現状と課題解決のヒントを尋ねた。か。現状と課題解決のヒントを尋ねた。

「医師不足」をどう考える？「医師不足」をどう考える？

【
と
く
だ
・
や
す
は
る
】
沖
縄
県
の
臨
床
研
修
病

院
群
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
群
星
沖
縄
臨
床
研
修
セ
ン

タ
ー
」
セ
ン
タ
ー
長
。
１
９
８
８
年
琉
球
大
学
医

学
部
卒
業
。
沖
縄
県
立
中
部
病
院
、
聖
路
加
国
際

病
院
一
般
内
科
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
水
戸
地
域

医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
総
合
診
療
科
教
授
な
ど
を
経

て
、
２
０
１
７
年
か
ら
現
職
。

【
ま
さ
き
・
よ
し
ひ
ろ
】
社
会
福
祉
法
人
恩
賜

財
団
済
生
会
支
部
神
奈
川
県
済
生
会
顧
問
。

１
９
７
５
年
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
。
済
生
会

熊
本
病
院
事
務
長
、
同
院
副
院
長
、
済
生
会
横
浜

市
東
部
病
院
院
長
補
佐
、
神
奈
川
県
済
生
会
支
部

長
な
ど
を
経
て
、
２
０
２
２
年
か
ら
現
職
。

総合診療能力のあ
る医師の採用・育
成を

■

総合診療医らを病
院内で登用し、求
心力に

■

外国人医師・医療
通訳の採用も検討
時期

■

３つの提言

離職抑止やフルタイム復帰支援、次世代向け教育で、働く医師増加にも寄与

う。「子育ての外注が日本ではなかなか根付かないと言われて
いますし、女性が担うものという意識も強い。でも、育児を共
有して、『働きたいのに働けない』状態をなるべくなくしたいと思っています」（南セン
ター長）。今後、重要だと考えているのが「子育てしながら働くイメージの醸成」。性
別や年齢に関わらず「母親になったら仕事より子育てを優先する」という意識がまだ
一定数の人にあるという。「私自身、産後に時短勤務をした時期もあり、子育てに力
を入れたくなる気持ちを否定するわけではありません。でも、女性だからという理由
で役割が定められると考えてしまうのはもったいない。男性が育休を取ったり時短勤
務をしたりするなど、選択肢はいくつもあることを知ってほしいと思います」。医学部
３年生を対象にした講義など、長期的な視野で、次世代教育にも力を注いでいる。

不
足
を
カ
バ
ー
す
る「
総
合
診
療
能
力
」　
群
星
沖
縄
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長　

徳
田
安
春
氏

神
奈
川
県
済
生
会
顧
問　

正
木
義
博
氏
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